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1. 実際に LEDが破損するとどうなるかやってみた 

3 章のシミュレーションでは LED に 30mA 以上流すと破損するとい

う VIを組みましたが、実際に大きな電流を流したらどうなるか調べて

みました。良い子はマネしないでね。 

 

6章の LEDの特性を調べる回路で、100Ωの電流制限抵抗をなくして

配線しました（写真 1-1）。こうすると Arduinoの 5V電源から可変抵

抗だけを通って LEDに電流が流れます。可変抵抗を 0Ωにすると… 

 

LabVIEW でモニタしながら可変抵抗を回していくと LED がすごく

明るくなって、そのうち「プチプチ…」、続いて「ポッ！」という音が

して光点が小さくなりました。同時に PCから USBを抜いたときのサ

ウンドが鳴って LabVIEWがエラーを表示して止まりました。まさか

Arduinoが壊れた？ 

LED は中が黒っぽくなって溶けたプラスチックのようなものが染み

出してきています（写真 1-2）。濁ったソウルジェム…？ 

 

LEDを抜くと Arduinoが再認識されました。LabVIEWを実行して通

信できたので壊れてはいなかったようです。よかった・・・ 

もう一度 LEDを挿すとまた小さく光ってエラーになりました。どうや

ら LEDがショートして壊れ、電源の保護回路が働いたようです。 

 

電子部品はたいてい発熱によって壊れます。もっとパワーのある電源

の場合、急激に温度が上がって火が出たり外装がはじけ飛んだりする

こともあります。初めてスイッチオンするときは自分と周りの安全を

確保してから行うようにしましょう。 

写真 1-1 実験配線 

写真 1-2 壊れた LED 


